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富山の干し柿 ~謹題思罵.

砺波平野の南部山麓一帯は、柿の木が多し、 とくに福光町 ;

;周辺では、渋柿の生産が盛んである。 :

j 晩秋、南向きに建てられた小屋に、糸に柿をつるした竹の ;

j棒がぎっしり並ぶ。そこには晩秩の日ざしがはえ、おもしろ ;

:い幾何学模様を画く 。

柿はこの地方独特の寒風で干しあげられ、その後室内で、 : 

:殺菌処理され、風味豊かな飴色となって白い粉が吹く 。正月 j

:には「富山の干し柿」の名で全国に出何されて、名声を|専し ;

:ている。 :

干し柿にはこんな由来がある。むかし l人の巡礼が諸国を ;

;巡り 、越中の国福光町へ杖を入れ、干し柿の製法を教えたの ;

:が始まりだとし、う 。

なお、いまから 300年前のこと、加賀藩 3代目藩主前田利:

;常公が!低利・りにお立寄りの際、ご休息の折ー老爺が手製の干 ;

;し柿を差しあげた ところ大変絶貸され、それ以来前田家に献 ;

;上されていた。 :
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社会福祉大会ひらく

身体障害者福祉法施行20周年を記念した第19回

富山県社会福祉大会は.10月30日魚津市民会館を

主会場に行なわれました。

午前10時から，心身障害者の福祉増進，児童の

福祉増進，老人の福祉増進，住民のしあわせを高

める の4研究部会に分かれ，意見発表や討議が

ありました。

午後からは，中田知事のあいさつのあと ，社会

福祉に功労のあった能松義次氏(高岡市)ら20人

に知事から感謝状が贈られました。

婦人から活発な意見

上市 井波で婦人県政公聴会

婦人の声を県政に反映させようと、県では11月

24日上市町、 26日井波町-で婦人県政公聴会を開催

しました。

公聴会には、中田知事をはじめ、各部室長が出

席し、それぞれが関係の質問に答えるという形で

行なわれました。各会場では、婦人らしい身近か

な、きめの細かい問題について活発に意見や要望

が山され、各会場とも予定の時間を延長するとい

う繋い心さで、しTこ。

県では、これらの意見や要望を参考にしてより

きめの細かな県政を推進することにしております。

あいさっする中間知事

物価や公害など身近かなことに質問が集中 (上市会場〕

-5-

若年労働力権保にと

東北・北海道で

就職者父母の会

県では，東北 ・北海道から県内企業に就職している

若い人たちの父母 350名を招いて. 10月29日弘前市，

11月10日函館市.13日'帯広市において. i富山県民父

母の会」を開催しました。

これは，若年労働力の不足が深刻化しているため，

毎年，東北，北海道から多数の学卒者を受け入れτい

ますが，その方々が職場で元気に働いている姿をスラ

イドやテー プに|火込んで芦の便りとして，わが子の近

況を知らせ，安心してもらうとともに，富山県の概況

を紹介して，こんご一人でも多く富山県に就職しても

らおうと，滝本県商工労働部次長らが出席して行なわ

れたものです。

みんなの県政

にぎわった農業祭

即売品や機械に人気

第8回富山県農業祭は.11月10・11日の両

日，県民会館で聞かれました。

各地区ごとに出品された特産物や農作物の

展示即売に人気が集中。開場と同時に押しか

けた人たちによって，ナメコ，ワサビ，ハク

サイなどの季節ものが，飛ぶように売れてい

ました。

これらの展示即売のほか，県内農林漁業の

現況紹介や各種農林業機械，電化器具なども

展示され，とくに江戸中期から明治にかけて

の農具も陳列され，農林漁業の発展ぶりが人

目をひいていました。

県の概況を説明する滝本商工労働部次長

2 ，00 0人が参加
滑川で体力っくり

県民大会ひらく

第2団体力っくり県民大会は，雲一つない秋晴れの

10月25日午前9時半から，滑川中学校グラウンドを主

会場に，県下から2000人が参加して繰り広げられまし

たο

この大会は体力っくりを国民運動として広く県民の

方に知ってもらい，自主的に体力っくりのムードを盛

り上げようというもので，開会式のあと参加者全員が

ラジオ体操をし，小学生450人の「なわとび体操」幼稚

園，保育所園児とおとうさんお母さんの「親子体操」

中学生の若い力あふれる「躍動J.婦人会300人の"i新
作パレーボーノレ体操」と，この回の新しい試みとして

八尾中学校生徒 150人のおわら踊りを体操にした「民
謡体操」が力強く披露されました。とくに，これから
県内に広がってゆくであろうこの民謡体操には，盛大
な拍手がおくられました。

また，第二会場の滑川市民会館では，体力っくりの
研究討議が行なわれました。
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阪
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三
時
間

北
回
り
新
幹
線
は
、
東
京
を
起
点

に
、
埼
玉
、
群
馬
、
長
野
、
富
山、

石
川
、
福
井
、
滋
賀
、
京
都
を
経
て

大
阪
に
い
た
る
、
日
本
海
側
を
通
過

す
る
画
期
的
な
鉄
道
で
す
。
し
か
も

現
在
の
東
海
道
新
幹
線
が
東
京

l
大

阪
聞
を
三
時
間
十
分
で
走
っ
て
い
る

の
に
く
ら
ベ
、
北
回
り
新
幹
線
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一
二

時
間
二
十
八
分
と
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所
要
時
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し
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違
い
ま
せ
ん
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太
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の
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北
回
り
新
幹
線
の
持
つ
意
義

は
、
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一
に
時
間
の
節
約
で
あ
り
、

第
二
は
沿
線
各
地
の
開
発
を
促
し
て
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一
に
あ
げ
た
時
間
の
節
約
は
、
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
み
た
場
合
、
富
山

県
に
も
た
ら
す
効
果
と
い
う
も
の
は

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
過
密
を
緩
和

し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
開
発
と
発
展

に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

首
都
東
京
は
政
治
、
経
済
、
文
化

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
日
本

の
中
心
で
あ
り
、
中
枢
管
理
機
能
と

情
報
が
集
積
し
て
お
り
、
大
阪
も
ま

た
西
日
本
の
中
心
と
し
て
こ
れ
に
準

じ
た
中
掘
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

情
報
化
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

東
京
、
大
阪
と
ど
の
よ
う
に
し
て
直

結
す
る
か
、
時
間
距
離
を
ど
の
よ
う

に
縮
め
る
か
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

企
業
に
と
っ
て
最
も
緊
密
な
課
題
の

一
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

計
り
し
れ
な
い
大
き
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も
の
が
あ
り
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す
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を
要
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な
い
も
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た
だ
し
、
許
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を
受
け
な
く
て
も

開
発
行
為
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で
き
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も
の
が
あ
り
ま
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化
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整
区
域
で
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九
市
町
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を
一
っ

と
す
る
都
市
計
画
区
域
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
都
市
計
画
区
域
を
区
分
し
て

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
が

定
め
ら
れ
ま
す
。

市
街
化
区
域
は
、
優
先
的
、

計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
と

し
、
市
街
化
調
整
区
域
は
市
街
化
を

抑
制
す
べ
き
区
域
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
区
域
区
分
設
定
の
た
め
県
と

市
町
村
で
現
在
協
議
中
で
す
が
、
こ

の
区
域
の
線
引
き
が
決
ま
り
ま
す

と
、
開
発
行
為
、
(
た
と
え
ば
、
宅

地
造
成
な
ど
)
は
許
可
が
な
い
限

り
、
自
分
の
土
地
で
あ
っ
て
も
自
由

に
行
な
え
ば
く
な
る
わ
け
で
す
。

こ
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は
、
市
街
化
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域
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に
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い

て
は
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題
は
な
い
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で
す
が
、
市
街

化
調
整
区
域
内
が
主
に
規
制
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
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市
街
化
調
整

区
域
内
で
の
許
可

し
か
し
、
市
街
化
調
整
区
域
内
で

あ

っ
て
も
特
別
な
も
の
は
許
可
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は

周
辺
の
住
民
の
た
め
の
日
用
品
の
販

売
や
修
理
に
要
す
る
庖
舗
。
鉱
物
資

源
な
ど
の
利
用
上
必
要
な
も
の
。
調

整
区
域
内
で
産
す
る
農
林
水
産
物
の

処
理
に
必
要
な
も
の
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県
が
助
成
す

る
中
小
企
業
の
共
同
化
に
寄
与
す
る

は
、
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益
上
必
要
と
す
る
も
の
、

岡
、
県
、
指
定
都
市
な
ど
が
行
な
う

も
の
、
都
市
計
画
事
業
、
土
地
区
阿

整
理
事
業
、
非
常
災
害
の
応
急
措
置

を
要
す
る
も
の
。
農
林
漁
業
用
と
こ

れ
ら
の
居
住
用
に
供
す
る
も
の
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
山
街
化
区
域
内
の

一、

0
0
0平
方

M
未
満
の
も
の
も

許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
場
合
に
は
届
け
出
を

区
域
の
設
定
が
き
ま
っ
て
も
、
山

街
化
調
整
区
域
内
で
、
既
に
宅
地
化

が
終
っ
て
い
る
土
地
な
ど
で
の
建
築

も
、
開
発
許
可
の
規
準
に
よ
っ
て
建

築
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
調
整
区
域
内
で
既
に
白
分

の
業
務
や
住
宅
を
目
的
と
し
て
土
地

を
購
入
し
て
い
た
場
合
は
、
区
域
区

分
が
決
定
し
た
と
き
か
ら
六
カ
月
以

内
に
、
必
ず
知
事
あ
て
に
所
定
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
開
発
行
為
の
規
制
に
関
す
る

く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
庁
建
築
住
宅

課
で
行
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
お
川
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
建
築
住
宅
課
〉
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み3んなの県政

飲酒運転の防止については、国民あげて追
放を呼びかけているところですが、よく飲酒
運転事故によって、尊い人命が失なわれ、傷
ついています。

「おれほどのものが・・ぃ・・J 1"おれに限って
は…一J1"これ位は大丈夫……」としづ安易
な考えから、とり返しのつかないはめにおち
いり 、平和な家庭が一瞬のうちにどん底に。

これは、他人ごとではないのです。被害者
ばかりでなく 、加害者もある意味の被害者に
なります。ここに加害者の苦しんでいる実例
を、紹介しましょう。

E霊主題

人生を狂わせた飲酒運転

!加害者の実例にみる I

(J 

j ¥' 

運
転
経
験
十
二
年
の
職
業
運
転
者

で
、
高
校
二
年
の
長
男
と
、
中
学
二

年
の
長
女
と
四
人
暮
し
。
分
譲
住
宅

に
居
を
か
ま
え
て
か
ら
六
年
間
、
自

家
用
車
を
持
っ
て
、
さ
さ
や
か
な
が

ら
楽
し
い

K
さ
ん
(
四
二
才
)
一
家

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
会
社
の
慰
安

会
で
約
二
合
会
了
六
以
)
位
の
酒

を
飲
み
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
会
社
ま

で
帰
り
、
約
一
時
間
ぐ
ら
い
休
ん
だ

あ
と
、

K
さ
ん
自
身
、
た
い
し
て
酔

っ
て
い
な
い
と
自
己
判
断
し
、
愛
車

を
運
転
し
、
妻
子
の
待
つ
家
路
を
急

い
だ
の
で
す
。
し
か
し
ア
ル
コ
ー
ル

の
き
き
め
は
で
き
め
ん
。
注
意
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
ょ
う
。

前
方
を
自
転
車
で
行
く
M
さ

ん

(

三
七
才
)
に
後
方
か
ら
追
突
し
て
、

重
傷
を
お
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で

す。
そ
の
瞬
間
か
ら
、

K
さ
ん
一
家
に

大
き
な
狂
い
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

か
け
つ
け
た
附
近
民
に
警
察
へ
の
連

絡
を
依
頼
し
、
す
ぐ
病
院
へ
救
護
し

た
の
で
す
が
、

M
さ
ん
は
意
識
不
明

の
ま
ま
手
術
室
に
運
ば
れ
た
の
で

す。
K
さ
ん
は
、
そ
の
ま
ま
身
を
か
く

し
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
、
病
院
の
玄

関
か
ら
飛
び
出
し
た
の
で
す
が
、
や

は
ち
良
心
の
阿
責
に
せ
め
ら
れ
、

M

さ
ん
の
容
態
に
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か

h

ツ。
そ
の
ご
事
故
現
場
で
警
察
の
実
況

検
分
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
な
に

に
対
す
る
要
求
は
額
も
ふ
え
、
強
く

な
る
ば
か
り
で
す
。

加
害
者
も
被
害
者

雪
の
な
い

電
気
や
水
を
利
用

みんなの県政

北
陸
で
は
、
冬
に
な
る
と
、
雪
と

の
闘
い
は
、
宿
命
で
あ
る
と
い
う
あ

き
ら
め
ム

l
ド
が
あ
る
よ
う
で
す
。

県
で
は
、
地
域
格
差
の
是
正
の
た

め
に
は
、
冬
期
交
通
の
確
保
こ
そ
最

も
重
要
な
命
題
と
し
て
、
第
四
次
県

勢
計
画
の
中
に
大
き
な
柱
と
し
て
位

置
づ
け
し
、
い
わ
ゆ
る
無
雪
道
路
の

実
現
に
懸
命
の
努
力
を
払
っ
て
お
り

ま
す
。道

路
の
無
雪
化
は
、
機
械
力
を
主

体
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
さ
ら
に
積
極
的
に
、
雪
が
積
も

る
前
に
融
か
す
方
法
、

つ
ま
り
、
電

気
や
水
を
利
用
し
て
融
雪
す
る
方
法

に
つ
い
て
も
、
県
内
数
カ
所
に
お
い

て
、
試
験
施
工
、
調
査
研
究
に
努
め

て
い
ま
す
。

融
雪
施
設
の
研
究

そ
こ
で
こ
の
無
雪
県
を
実
現
し
よ

う
と
、
新
た
に
県
庁
の
道
路
維
持
課

内
に
、
雪
寒
対
策
係
を
設
け
て
、
効

果
的
な
道
路
融
雪
の
方
法
を
調
査
研

ぶ
ん
に
も
酒
を
飲
ん
で
い
た
た
め
、

に
あ
わ
せ
て
、
し
か
も
一
生
の
不
具

現
場
に
は
急
制
動
の
あ
と
も
な
く
ト
?

者
に
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
し
、
こ

K
さ
ん
と
し
て
弁
明
の
余
地
も
あ
り

J

ん
ご
の
こ
と
を
十
分
考
え
て
も
ら
い

ま
せ
ん
。
た
だ
ぼ
う
然
と
し
て
、
こ
た
い
」
と
打
ち
ひ
し
が
れ
た

K
さ
ん

ん
ご
の

M
さ
ん
に
対
す
る
保
償
方
法
夫
婦
に
追
い
打
ち
か
け
る
よ
う
な
怒

と
、
自
分
の
家
庭
の
こ
と
ば
か
り
に
り
の
こ
と
ば
を
浴
び
せ
ら
れ
、

た

悩

ん

で

い

る

状

況

で

す

。

だ

、
だ
ま
っ
て
う
な
だ
れ
る
だ
け
で

幸
い
に
も
M
さ
ん
は
一
命
を
と
り
し
た
。

と
め
た
も
の
の
、
左
下
腿
骨
折
、
頭

蓋
内
出
血
、
腰
部
打
撲
の
入
院
治
療

一
一
一
カ
月
の
重
傷
の
ま
ま
、
親
近
者
に

見
守
ら
れ
、
病
室
の
人
と
な
り
ま
し

た
。

K
さ
ん
は
、
親
近
者
に
、
の
の

し
ら
れ
な
が
ら
、
ま
ん
じ
り
と
も
せ

ず
一
夜
を
あ
か
し
た
の
で
す
。

翌
日

K
さ
ん
は
妻
と
と
も
に
心
ば

か
り
の
見
舞
金
を
も
っ
て
、
平
身
低

頭
し
て
お
詑
び
に
行

っ
た
の
で
す
が

、

M
さ
ん
側
の
い
い
分
は
「
酒
の
み

運
転
で
大
事
な
大
黒
柱
を
こ
ん
な
目

会
社
は
解
雇
同
様

泣
き
つ
ら
に
蜂

一
方
、

K
さ
ん
の
会
社
側
で
は
、

勤
務
外
の
事
故
と
し
て
、
い
っ
さ
い

面
倒
を
み
ず
、
た
だ
家
庭
の
状
況
を

く
ん
で
解
雇
処
分
は
免
れ
た
も
の
の

雑
役
夫
(
臨
時
雇
用
と
同
等
)
に
回

さ
れ
、
収
入
も
従
来
の
半
分
に
な
り

ま
し
た
。

K
さ
ん
一
家
に
と
っ
て

は
、
泣
き
つ
ら
に
蜂
ど
こ
ろ
の
話
し

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地下水利用の融雪装置(県民会館前)

。
交
通
の
確
保

こ
と
し
は
、
山
間
部
の
交
通
確
保

の
た
め
、
な
だ
れ
防
止
に
ス
ノ

l
シ

エ
ッ
ド
ゃ
な
だ
れ
防
止
柵
を
一
一
カ

所
設
置
し
た
ほ
か
、
散
水
パ
イ
プ
に

よ
る
消
雪
装
置
を
二
カ
所
八
五

O
M

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

凍
結
や
雪
融
け
の
た
め
、
自
動
車

が
道
路
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
、
路

盤
改
良
を
五
カ
所
四
、
三
五

O
M、

流
雪
溝
を
九
カ
所
コ
一
、

O
二

O
M設

置
し
ま
し
た
。

除
雪
機
械
と
し
て
、
除
雪
ダ
ン
プ

五
台
、
ロ
ー
タ
リ
ー
車
三
台
、
グ
レ
ー

ダ
ー
二
台
を
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
除
雪
機
械
は
、
建
設
省
が

二
七
台
、
県
が
九
三
台
出
動
態
勢
を

整
え
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
市

飲
酒
運
転
で
は
保
険
が
出
な
い

毎日恐ろしい事故が……ひとりひとりが注意したい

今
ま
で
と
違
っ
て
、

K
さ
ん
一
家

は
、
話
し
あ
い
も
と
だ
え
、
お
た
が

い
に
黙
り
合
っ
て
、
冷
た
い
空
気
が

張
り
つ
め
た
ま
ま
。
一
週
間
も
た
つ

た
こ
ろ
、
知
人
の
教
え
を
受
け
て
、

た
の
み
と
す
る
事
故
保
険
手
続
き
を

し
た
の
で
す
が
、
任
意
保
険
は
飲
酒

運
転
事
故
の
対
象
と
な
ち
、
寸
、
被
害

者
請
求
の
自
賠
法
に
よ
る
保
険
の
み

で
、
し
か
も
、最
高
の
金
額
に
し
て
も

五

O
万
円
よ
り
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
金
額
で
は

M
さ
ん
の
医
療

費
、
看
護
料
、
入
院
諸
費
、
休
業
補

障
な
ど
を
計
算
し
て
も
、
と
う
て
い

弁
済
で
き
る
金
額
に
及
び
も
つ
き
ま

せ
ん
。と

く
に

M
さ
ん
の
毎
日
の
治
療
代

に
つ
い
て
は
、

一
日
一
万
円
以
上
の

高
価
と
な
る
日
も
あ
り
、

K
さ
ん
と

し
て
は
手
持
ち
の
動
産
を
全
部
投
げ

出
し
て
も
及
ば
な
い
、
経
済
的
負
担

を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

親
せ
き
に
援
助
を
お
願
い
し
た
も

の
の
、
兄
弟
は
他
人
よ
り
悪
く
、
ほ

と
ん
ど
洞

J

好
に
な
っ

て
経
済
的
援
助

を
し
て
く
れ
る
人
が
い
ま
せ
ん
。

K

さ
ん
は
全
く
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

- 8ー

ん
ご
の

K
さ

ん

に

と

っ

て

は

、

一

生

ビ

と

は

い

い

な

が

ら

、
私

の

現

在

あ

交

通

事

故

に

は

、
加
害
者
と
被
害
本
か
ら
崩
し
て
し
ま
い
、

一
家
を
全

M
さ

ん

に

対

す

る

被

害

弁

済

の

た

め

る

の

は

M
さ
ん
に
対
す
る
償
い
の
た
者
が
あ
り
ま
す
が
、
一
度
事
故
を
起
滅
に
す
る
の
が
交
通
事
故
で
す
。
今

に

生

き

て

行

く

よ

う

な

結

果

と

な

っ

め

に

一

生

懸

命

働

い

て

い

る

だ

け

。

し

た

な

ら

ば

、
経
済
的
、
精
神
的
、
日
は
他
人
の
身
と
は
い
い
な
が
ら
、

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

ほ
か
に
、
欲
、
得
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肉
体
的
に
も
加
害
者
は
な
く
な
り
、
明
日
は
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
る
か
も

事
故
後
一
年
を
経
過
し
た
現
在
に
一
年
た
っ
た
現
在
、
白
髪
も
円
立
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん
年
を
と
る
し
、
双
方
と
も
被
害
者
に
な
る
こ
と
を
よ
知
れ
ま
せ
ん
。
年
末
を
迎
え
て
の
飲

至
っ
て
も
、

M
さ
ん
は
従
来
の
仕
事
ち
ゃ
せ
お
と
ろ
え
た

K
さ
ん
は
、
当
妻
や
子
供
に
も
あ
わ
せ
る
顔
が
あ
り
く
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
酒
運
転
の
追
放
に
、
県
民
ひ
と
り
ひ

に
つ
け
ず
軽
業
勤
務
と
な
り
、
月
収
時
の
悪
夢
が
ま
だ
消
え
去
ら
ず
、
一
訳
ま
せ
ん
」
と
沈
痛
な
面
持
ち
で
、
こ

ん

。

と

り

が

深

く

自

覚

し

な

け

れ

ば

な

り

も
す
く
な
く
な
っ
た
た
め
、

K
さ
ん
な
が
ら
に
悔
い
、
?
身
か
ら
出
た
サ
と
ば
す
く
な
に
語
っ
て
い
ま
す
。

今

ま

で

の

生

活

設

計

の

土

台

を

根

ま

せ

ん

。

(

県

警

交

通

課

)

SQ
求、民主おも求。求、公
s
x
s
x
q
Q
X
G
X
S
ミもお
S
X
や公。公やや沢、誌や求、
e
x
S
求、公、公寺公金沢
S
ミex
もおも
Qxsxe
おぶ主主
x
s
x
。求、誌やや訳、公ぶもおも
QX
ややおも
XS
ミもおや公令ぶ
GX
寺沢もおもの、トゃ求。おも沢、公、氏、ミミ芯
O
X
S
ミ。おも求。
XGQ
おややお。お寺公もヰミもお。
xsxoQ
おもミ、、、求。。主主主主おも父さミ
s
x
e
おもおもお宅求。求。
XGQ
おもおもおもおや公
S
X
主公やお。求。求。
x
s
x
S
沢、訳。求、求。求。求。
XGQXO
父S
E
おも宅示、求。求。ミもお。誌やぶ令求。
Q
ミ。公主おも求心

究

し

て

い

ま

す

。

ヵ

所

で

施

工

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

町

村

や

民

間

会

社

の

機

械

六

八

四

台

雪
が
積
も
る
前
に
、
融

か

す

方

法

す

。

の

出

動

も

要

請

す

る

こ

と

に

し

て

お

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
赤
外
線
利
用
:
:
:
目
下
、
電
気
メ

l

り
ま
す
。

て

い

ま

す

。

ヵ

ー

が

懸

命

に

試

作

研

究

し

て

い

る

地
下
水
利
用
:
:
:
地
下
水
利
用
の
散
状
況
で
具
体
化
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

水
パ
イ
プ
に
よ
る
方
法
は
、
昨
年
、
以
上
の
ほ
か
に
も
、
地
下
水
に
は

県
民
会
館
前
に
、
約
一

O
O
Mを
試
限
度
が
あ
る
の
で
、
川
の
水
を
利
用

験
的
に
施
工
し
、
こ
と
し
は
、
県
庁
で
き
な
い
か
、
そ
の
水
温
と
気
温
、

前
庭
な
ど
一
一
一
カ
所
で
工
事
中
で
す
放
出
量
あ
る
い
は
、
加
熱
し
て
の
可

が
、
井
戸
を
掘
る
た
め
、
附
近
の
水
能
性
な
ど
、
色
々
と
方
法
を
研
究
し

脈
の
調
査
を
し
て
、
附
近
の
井
戸
に
て
い
ま
す
。

影
響
を
与
え
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し

た
。
こ
の
方
法
で
は
、
道
路
の
幅
や

水
温
、
気
温
に
よ
る
融
雪
効
果
な
ど

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

温
水
パ
イ
プ
:
:
:
温
水
パ
イ
プ
に
よ

る
方
法
は
、
来
年
度
、
工
場
廃
熱
を

利
用
し
て
試
験
を
す
す
め
ま
す
。

ロ
ー
ド
ヒ
l
テ
ィ
ン
グ
:
:
:
電
熱
ケ

ー
ブ
ル
埋
設
に
よ
る
ロ

l
ド
ヒ

l
テ

ィ
ン
グ
は
、
昨
年
、
富
山
市
永
楽
町

交
差
点
で
実
施
し
、
常
時
通
電
、
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
通
電
、
深
夜
通
電
の
三

通
り
に
分
け
て
試
験
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ピ
l
ク
カ
ッ
ト
通
電
が
も

っ
と
も
融
雪
効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
北
陸
電
力
株
式
会
社
の
特
別

電
力
料
金
割
安
の
措
置
も
あ
っ
て
、

本
年
度
は
、
富
山
市
中
町
電
車
通
り

と
高
岡
市
末
広
市
北
陸
銀
行
横
の
二

一
生
被
害
弁
済
に
明
け
暮
れ

M
さ
ん
は
三
カ
月
以
上
も
会
社
を

休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
休
業

補
障
や
、
医
師
認
定
に
よ
る
後
遺
症

保
障
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ

パ
ス
路
線
八
七
労
を
除
雪

今
冬
の
除
雪
道
路
計
画
延
長
は
、

一
、
五
三
二

J
で
、
前
年
に
比
べ
て

二
七
八
J
と
大
幅
に
増
や
し
て
、
県

内
の
道
路
延
長
二
、
二
八
二

J
の
約

六
七
軒
が
除
雪
さ
れ
、
ま
た
パ
ス
路

線
で
は
、
そ
の
八
七
軒
が
除
雪
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
道
八
号
線
と
四
一

号
線
の
全
線
、
国
道
一
五
六
号
線
の

う
ち
、
高
岡
市
広
小
路
J
庄
川
町
金

屋
問
、

一
六

O
号
線
の
う
ち
高
岡
市

四
屋
J
氷
見
市
新
町
の
区
間
な
ど
合

計
一
六
四

J
が
建
設
省
の
除
雪
区
間

で
す
。国

道
で
あ
っ
て
も
県
が
管
理
し
て

い
る
一
五
六
号
線
の
平
村
大
崩
島
J

上
平
村
西
赤
尾
間
、

一
六

O
号
線
の

氷
見
市
新
町
J
石
川
県
境
問
及
び
三

O
四
号
線
の
城
端
町
大
鋸
屋
J
石
川

県
境
問
の
三
路
線
で
六

O
J
が
あ
り

ま
す
。従

っ
て
、
県
道
一

、
三

O
八
J
を

含
め
て
、
県
の
除
雪
担
当
延
長
は
一

、
三
六
八

J
に
な
り
ま
す
。

(
道
路
維
持
課
〉
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蹴
E
事
に
加
え
て
再
度
の
災
害
で
、
遅
れ
に
遅
れ
た
粧
台
|
美
女
平
間
(
五

・
五
J
)
一
般
向
動
中
道
が
遂
に
完
成
。
十
一
月
二
十
五
円
午
後
二
時
か
ら
、

立
山
町
芦
附
寺
桂
台
の
桂
大
橋
前
で
、
完
成
式
が
行
な
わ
れ
た
O
I

式
に
は
、
中
田
知
事
、
鹿
熊
県
議
会
副
議
長
、
佐
伯

T
K
A
f
kら
関
係
者

一
五

O
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
、
小
川
知
事
と
佐
伯
社
長
が
桂
台
の
料
金
徴

az
1凪
曹

4
1
4

収
所
品仰
ぐ
テ
l
プ
カ

ッ
ト
を
行
な

っ
た
あ
と
)
貸
し
抗
り
パ
ス
な
ど
数
十
台
の

車
を
つ
ら
ね
て
、
快
適
に
処
女
ド
ラ
イ
ブ
約
二
十
分
で
、
美
女
平
に
到
主
荷
。

完
成
し
た
道
路
は
、
立
山
黒
部
観
光
ル
l
卜
整
備
の
一
環
と
し
て
、
険
阻
な

山
腹
斜
面
を
開
さ
く
。
四
十
一
年
六
月
以
来
四
年
半
の
歳
月
vr

・J
一
億
八
、

0

0
0万
円
が
投
入
さ
れ
た

。

ー

こ
れ
で
立
山
ル
ー
ト
は
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
な
り
、
富
山
か
ら
乗
り
物
の

ま
ま
雲
上
立
山
を
経
て
、
黒
四
ダ
ム
か
ら
長
野
県
大
町
へ
抜
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
般
へ
の
開
放
は
来
年
六
月
の
予
定
。

美女平でテープカットする中田知事ら〈右から鹿熊副議長、中田知事、佐伯社長)

道路の上に道路というけわしい山腹をぬってパスは走る

自動車道入口の桂台料金徴収所

桂台・美女平間一般自動車道略図



みんなの県政

沿
岸
漁
業
を
中
心
に
発
達

本
県
は
、

H
本
海
沿
岸
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
凹
形
の
単
調
な
海
岸

で
、
延
長
は
九
四
J
あ
り
ま
す
。

こ
の
海
岸
線
に
は
、
約
五
、

0
0

0
人
の
漁
民
が
住
み
、
相
当
の
漁
獲

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
三
年

の
漁
獲
量
は
四
万
七
、

0
0
0・J
J
、

漁
獲
高
は
六
四
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。富

山
湾
は
、

日
本
出
最
大
の
湾
で

あ
り
、

か
つ
非
常
に
深
く
、
湾
中
央

部
の
水
深
は

一
、
三
九

O
M
に
述

荷
さ
ば
き
施
設
、
加
工
施
設
、
製
氷

冷
蔵
施
設
な
ど
を
二
億
五
、

0
0
0

万
円
(
う
ち
国
の
補
助
七
、
三
O
O

万
円
)
で
充
実
し
、
そ
の
効
果
は
ぽ

つ
ぽ
つ
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

新
漁
獲
法
に
努
力

ま
た
、
漁
船
漁
業
に
つ
い
て
は
、

昭
和
二
十
七
年
に
氷
見
の
漁
業
者
が

「
四
そ
う
張
網
漁
法
」
を
考
案
。
三
十

二
年
に
は
新
湊
で
火
光
利
用
の
「
そ

う
だ
か
つ
お
刺
し
網
漁
法
」
を
考
案
。

三
十
七
年
に
魚
津
市
の
故
浜
多
虎
松

が
「
か
に
か
ご
漁
法
」
を
考
案
し
て
、

全
国
的
に
普
及
し
て
お
り
ま
す
。

みん なの県政

五
年
間
で
一
八
億
円
投
入

い
う
ま
で
も
な
く
、
漁

港
は
水
産
業
の
基
地
で

す
。
い
わ
ば
県
民
に
動
物

性
蛋
白
質
を
供
給
す
る
基

地
で
あ
る
わ
け
で
す
。

近
年
の
漁
業
情
勢
は
、

次
第
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
と
く
に
動
力
漁
船
の
増
加
と

大
型
化
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、

現
在
の
漁
業
施
設
で
は
、
こ
れ
ら

の
需
要
を
満
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。 -~Ãl認盈議院窪

そ
こ
で
漁
港
を
整
備
す
る
た

し
、
海
底
勾
配
も
大
き
く
、
大
陸
棚

の
発
達
が
悪
く
、
岸
深
か
で
あ
る
の

で
、
水
産
養
殖
の
適
地
に
乏
し
い
。

と
は
い
え
、
湾
内
に
は
暖
流
系
(
海

流
)
と
日
本
海
間
有
の
深
層
水
が
複

雑
に
交
錯
し
、
魚
族
の
回
避
に
好
適

な
条
件
を
備
え
、
豊
富
な
資
源
が
あ

り
、
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

定
置
網
で
全
国
各
地
へ

富
山

県
の
海
同
点
作

八
日
一
千
白
叫

、
対
J
E
F
T
P，、リ
J
L

こ
の
ほ
か
、
吾
智

u

法
、
さ
よ

り
刺
し
網
漁
法
、
さ
す
こ
ぎ
刺
し
網

漁
法
、
か
ざ
み
か
ご
な
わ
漁
法
な
ど

を
尊
入
し
、
漁
船
を
大
型
化
、
近
代

省
み
て

業
を
基
盤
と
し

て
発
展
し
、
そ

の
沿
岸
漁
業
で

は
、
大
小
の
定

置
網
漁
業
と
地

び
き
網
が
中
心

で
し
た
。

こ
と
に
定
置

網
漁
業
は
、
富

山
湾
の
地
形
に

最
も
適
合
し
た

漁
業
で
あ
り
、

わ
が
国
の
紡
績

業
の
発
達
に
伴

っ
て
次
第
に
、

大
型
化
し
ま
し
た
。

こ
の
定
置
網
業
を
大
塑
化
に
導
い

た
の
は
、
氷
見
市
阿
尾
の
故
上
野
八

郎
右
衛
門
(
一
八
七
七
J
一
九
三
九
)

で
、
同
氏
の
考
案
に
よ
る
「
上
野
式

ぶ
り
台
網
」
に
よ
っ
て
、
定
置
網
漁

業
は
急
速
に
近
代
化
し
ま
し
た
。

こ
の
定
置
網
に
よ
っ
て
、
本
県
の

漁
業
者
は
広
く
全
国
へ
と
出
漁
し
ま

し
た
。定

置
網
漁
業
は
、
地
元
優
先
性
の

強
い
漁
業
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
富
山
県
人
の
根
性
と
順
応

性
に
よ
っ
て
、
地
元
優
先
の
壁
を
克

化
し
、
個
人
経
営
か
ら
協
業
組
織
に

参
加
す
る
な
ど
、
熱
意
と
意
欲
、
創

意
工
夫
を
し
て
、
所
得
向
上
に
努
力

し
て
い
ま
す
。

栽
培
漁
業
へ
意
欲
も
や
す

し
か
し
、

近
年
に
お
け
る
第
二

次
、
第
三
次
産
業
の
発
展
に
伴
な
っ

て
、
工
場
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
な

ど
思
条
件
が
加
わ
り
、
魚
族
資
源
の

減
少
、
回
遊
魚
種
な
ど
に
変
化
を
き

た
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
魚
族
資
源
の
維
持
増
大
を

図
る
た
め
、
日
本
海
栽
培
漁
業
事
業

め
、
第
四
次
漁
港
整
備
計
画
(
四

十
四
年
J
同
十
八
年
、
五
カ
年
計

両
〉
に
よ
っ
て
、
修
築
事
業
や
改

修
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
い
う
修
築
と
は
、
一
漁

港
あ
た
り
の
事
業
費
が
一
億
円
以

上
を
い
い
、
改
修
と
は
、
三、

0

0
0万
円
以
上
一
億
円
未
満
の
も

の
を
い
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
新
榛
、
氷
見
、
川
山

部
、
経
凹
の
四
漁
港
が
修
築
事
業

で
、

滑
川
、
水
情
、

宮
崎
、
入

善
、
四
方
の
五
漁
港
、
が
、
改
修
事

業
に
よ

っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

化
推
進
準
備
会
が
昭
和
四
十
四
年
九

月
に
、
日
本
海
側
の
青
森
か
ら
山
口

県
ま
で
一
府
一
一
県
が
参
加
し
て
発

足
し
、
本
県
に
事
務
局
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
魚
族
の
人
工
種
苗
や
天

然
種
苗
の
中
間
育
成
を
行
な
い
、
日

本
海
沿
岸
一
帯
の
適
地
へ
継
続
的
に

こ
れ
ら
の
整
備
に
要
す
る
第
四

次
漁
港
整
備
計
画
の
総
事
業
費

は
、
一
八
億
五
、
七

O
O万
円
が

投
資
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
局
部
改
良
事
業
や

漁
港
関
連
道
整
備
事
業
に
よ

っ
て、

局
部
的
な
改
良
や
漁
港
に
通
ず
る

道
路
の
整
備
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
費
用
の
二
分
の
一
は
園
、

残
り
の
二
分
の
一
は
、
県
と
市
町

村
で
分
担
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
漁
港
の
整
備
に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
水
産
業
の
近
代

化
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

服
し
て
全
国
に
進
出
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
四
年
の

新
漁
業
法
の
公
布
に
よ
っ
て
、
漁
業

権
を
失
な
い
、
多
く
の
人
た
ち
が
涙

を
の
み
ま
し
た
。

地
び
き
網
の
衰
退

一
方
、
地
び
き
網
は
工
業
の
発
達

に
よ
っ
て
の
沿
岸
水
の
汚
濁
や
海
岸

の
浸
蝕
、
漁
船
漁
業
の
発
達
、
労
働

力
の
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
、
昭
和
二

十
六
年
以
降
急
速
に
衰
退
し
ま
し

た
こ
の
地
び
き
網
漁
場
の
あ
と
へ

、

石
を
し
ず
め
て
、
て
ん
ぐ
さ
、
わ
か

め
な
ど
の
漁
場
に
転
換
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
傾
向

本
県
に
お
い
て
定
置
網
漁
業
は
、

な
お
、
沿
岸
漁
業
の
大
宗
で
す
が
、

数
次
の
漁
業
権
の
切
換
え
を
通
じ
て

次
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

①
漁
場
の
統
合
に
よ
る
合
理
化

②
経
営
の
統
合
と
大
型
化

③
操
業
期
間
の
延
長

こ
の
傾
向
は
、
従
業
者
の
減
少
と

老
令
化
の
反
面
、
合
成
繊
維
の
普
及

と
漁
業
法
の
意
図
す
る
定
置
網
漁
業

の
民
主
化
、
企
業
性
の
向
上
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
、
こ
ん
ご
も
な
お
こ
の

傾
向
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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漁
業
の
近
代
化
へ
本
腰

沿
岸
漁
業
振
興
の
た
め
、
国
は
生

産
、
流
通
、
加
工
の
各
方
面
に
わ
た

っ
て
、
色
々
施
策
を
行
な
い
、
大
き

な
成
果
を
収
め
ま
し
た
が
、
事
業
相

互
間
の
連
係
と
か
、
将
来
の
進
む
べ

き
方
向
に
不
十
分
な
点
が
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
国
民
経
済
の
高
度
成
長

に
即
応
し
て
、
他
産
業
の
計
画
と
も

十
分
な
関
連
性
を
持
た
せ
な
が
ら
、

漁
業
技
術
の
進
歩
発
展
と
漁
場
利
用

の
合
理
化
に
よ
っ
て
、
沿
岸
漁
業
の

体

質

を

雲

仙

、
企
業
的
経
営
に

欣
流
し
て
、
。

の

拡
大
を
図
る
こ

と
や
、
種
苗
生
産
技
術
開
発
と
推
進

母
体
の
組
織
化
を
ね
ら
い
と
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
の
木
県
水
産
業

の
あ
ゆ
み
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す

と
、

昭
和

二
十
三
年

J
二
十
五
年

は
、
生
鮮
水
産
物
の
配
給
統
制
の
廃

止
。
漁
業
資
材
の
自
給
化
、
水
産
業

協
同
組
合
法
、
新
漁
業
法
な
ど
一
連

の
漁
業
関
係
法
令
の
施
行
に
よ
っ

て
、
水
産
業
界
は
戦
後
の
混
乱
期
を

脱
出
し
、
発
展
期
に
入
り
ま
し
た
。

各
地
で
養
殖
さ
か
ん

昭
和
三
十
三
年
J
三
十
六
年
ご
ろ

は
漁
業
法
改
正
、
沿
岸
漁
業
等
振
興

法
、
水
質
工
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
、

沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
が
四
十

一

年
か
ら
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
養

殖
肢
術
の
改
良
に
よ
っ
て
、

は
ま

ち
、
わ
か
め
の
養
殖
が
湾
内
の
各
地

に
広
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
沿
岸
水
域
が
産
業
の
発

展
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、

一
般
の
食
生
活
の
改
善

と
労
働
力
不
足
が
圧
力
と
な
り
、
こ

ん
ご
本
県
の
漁
業
は
、
現
在
水
産
試

験
場
で
も
試
験
研
究
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
栽
培
漁
業
の
推
進
と
水
質

保
全
が
大
き
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ

う
。

(
水
産
課
)

ま
で
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す。
そ
れ
に
は
基
本
的
な
各
種
の
施
策

を
強
力
に
推
進
し
、
他
産
業
従
事
者

と
の
所
得
格
差
を
是
正
し
、
生
活
水

準
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
昭
和
三
十
六
年

か
ら
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
を
実

施
し
、
本
県
は
昭
和
四
十
一
年
に
調

整
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
昭
和
四
十
二
年
か
ら
四
十
五
年

ま
で
県
内
一
二
漁
業
協
同
組
合
が
、

漁
船
や
船
具
の
保
全
施
設
、
水
揚
げ

ロ
月
の
解
説

師

走

十
二
月
の
こ
と
を

和
名
で
、

し

わ

す

「
師
走
」
と
い
い
ま
す
。
師
と
い

う
の
は
お
坊
さ
ん
の
こ
と
で
、

「
奥
儀
抄
」
と
い
う
本
に
「
十
二

月
僧
を
迎
え
て
経
を
読
ま
せ
、
東

丙
に
は
、
せ
は
し
が
る
故
に
、
師

走

H
と
い
う
を
あ
や
ま
れ
り
」
と

あ
り
ま
す
。

俗
説
に
は
、
十
二
月
と
も
な
れ

ば
日
ご
ろ
、
お
っ
と
り
し
て
い
る

師
匠
さ
ん
も
か
借
金
の
整
理
に
追

い
ま
わ
さ
れ
る
d

あ
る
い
は
か
貸

し
た
お
金
を
集
め
に
走
り
同
る。

の
師
走
と
い
う
の
だ
ろ
う
と
、
違

っ
た
説
も
あ
り
ま
す
。

し

は

ま
た
、

「
為
果
つ
る
月
」
が
な

ま
っ
た
こ
と
だ
と
か
「
四
時
の
は

つ
る
月
」
と
か
諸
説
も
あ
り
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
十
二
月
は
、

一
年
の
し
め
く
く
り
を
す
る
月
で

す
。対

外
的
に
は
、
借
り
た
お
金
な

ど
は
、
例
え
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も

返
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
と
か
く

忘
れ
が
ち
な
本
な
ど
も
必
ず
所
有

者
に
返
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

- 13-
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明るく豊かで住よい郷土は、県民

の願し、です。こうした郷土をつくる

ための青写真ともいうべき第 4次県

勢総合計画が、県内外の衆知をあつ

めて去る 8月に完成しました。

この計画は、昭和60年代における

望ましい県民生活の内容と、これを

実現するためのいろいろな開発計岡

からなっています。

企画室は、この計画を実施するた

めの具体的な対策の調査、計画、促

進を図るため、 10月に設けられた新

しい室です。

企画室では、従来、総合計画部で

所管していた富山新港建設を1-1'心と

する富山 ・高岡新産業都市の建設促

進。新川・南砺地区の開発。過疎地

域、山村地帯など、開発が遅れ、人

口減少の激しい地域の開発振興。)ムー

域開発として共通の利益で結ばれて

し、る北陸三県共同で進めている北陸

地方の開発促進。東海と北陸を一体

として均衡ある開発発展を目指す中

部圏の開発整備。大平洋沿岸との栴

差是正を目標とする日本海沿岸地慌

の開発などの仕事を引継きました。

このほかに、新しい仕事として、

東京一富山一大阪を 3n!j:間半で結ぶ

北回り新幹線鉄道、大阪や名古屋と

結ぶ北陸、東海北陸両自動車道な

ど、基幹交通網の整備。最近不足が

ちな本道用水、工業用本などの対策

としての河川水、地下水の総合的な

開発利用。北陸地方の発j民

の最大の障害となっている

雪対策。行政サービス向 上

のための機構や仕事の改善

などから、大きい開発計画

や課題の調査、調整、計画

の策定、実施の促進などが

主な仕事となって加わりま

した。

111的31桝北側にありま

す。

聞
こ
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ

て

先

は

富

山
市
新
総
曲
輸
一
ノ
七

富
山
県
庁
県
民
課

圃
過
疎
地
域
の
教
職
員

定
数
に
特
別
配
慮
を

間

ニ
ミ
数
年
、
生
徒
数
は
激

減
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
先

生
の
定
数
も
へ
ら
さ
れ
、
複
々

式
学
級
と
な
り
、
進
学
を
心
配

す
る
父
兄
は
町
広
路
一
治
給

A

ト
ヤ
ペ

た
態
循
環
が
く
り
か
え
慈
れ
て

し
る

9
過
疎
対
策
と
し
て
、
先
生
の

恭
議
定
数
を
特
別
に
取
扱
え
な

い
も
の
か
。

• 答

本

県

の
教
員
定
数
は
、
小
・
小

学
生
の
減
少
に
作
っ
て
年
々
減
少

し
、
本
年
も
昨
年
に
比
べ
て
、
八

O

名
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
部
省
も
新
し
い
教
員
の
数
を
定

め
る
標
準
法
で
、
過
疎
地
域
に
対
す

る
教
員
配
置
に
つ
い
て
の
配
慮
を
し

て
お
り
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十

八
年
ま
で
の
五
カ
年
間
に
、
次
の
去

の
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

本
県
で
は
、
表
の

に
現
時
点

つ
あ
な
た
も
利
用
で
き
ま
す

学
校
の
体
育
施
設
開
放
」

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

夕食後の余暇を楽しむママさんたち

社
会
体
育
を
振
興
す

る
た
め
、
地
域
住
民
の

健
康
と
体
力
つ
く
り
の

場
と
し
て
新
し
い
試
み

で
あ
る
学
校
体
育
施
設

の
開
放
が
実
施
さ
れ

て
、
四
カ
月
(
八
月
か

ら
)
経
過
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
県
立
高

校
二
校
(
富
山
中
部
・

高
岡
)
市
立
小
学
校
四

校
(
黒
部
市
生
地
・
富

山
市
清
水
町

・
高
岡
市

下
関

・
砺
波
市
出
町
〉

に
管
理
指
導
者
を
配
し

て
開
放
し
ま
し
た
。
利

みん なの 県 政

北陸農政局

富山統計調査事務所

*~ 2次世界大戦で、大衝撃をうけ

た11本にとって、たちあがるために

は、まず食糧生産であった。

そこで、食糧問題を解決するため

に、生産の基本となる作物統計を近

代数埋統計学に基づいて、信用でき

サーの考えから、 ヒントを得て生

まれたのが、農林省作物報告事務所

(現在の統計調査事務所の前身〉で

るものにしなければというマツカー

に
お
い
て
そ
の
平
均
を
上
回
る
配
置

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

単
五 四

学級複式学年カ
場合る霊す級でー学士学 区

1/ カ ノYカ グ カ

級 年学 学年 年学 分

0人 五人 五人

f消秤 解消 解消

解消 解消 解消

こ
の
ほ
か
本
県
で
は
、
全
国
は
じ

め
の
試
み
と
し
て
一
一
一
カ
学
年
複
式
の

授
業
充
実
の
た
め
、
二
五
名
の
講
師

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
へ
き
地
教
科
指
導
員
な
ど

も
配
置
し
て
お
り
、
他
県
と
比
較

し
、
よ
り
多
く
配
置
す
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

用
状
況
は
必
ず
し
も
満
足
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
従
来
活
動

の
場
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
(
特

に
グ
ル
ー
プ
〉
に
は
、
存
分
に
使
用

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
校
体
育
施
設
の
開
放
は
、
全
国

的
に
も
数
少
な
い
の
で
い
ろ
い
ろ
不

備
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
反

省
を
し
、
さ
ら
に
推
進
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
の
人
も
進
ん
で
利
用
を

小
学
校
は
、
例
人
、
団
体
の
別
な

く
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
、
県
立
高
校
の
場
合
は
、

原
則
と
し
て
登
録
団
体
(
現
在
は
届

出
す
れ
ば
よ
い
)
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

っ
て
も
、
責
任
者
さ
え
き
ま

っ
て
お

れ
ば
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

出家や農業就業人

11、農家経済、農産物の生産費、畜

産、養蚕、林業、水産統計などと拡

充され、最近は、生鮮食料品の物価

も行ない、県民の日常生活に深いつ

あった。

統計事業は、

対策など、流通統計や情報サービス

V

特
殊
教
育

へ
の
適
正
就
学
A

近
年
、
医
学
、
心
理
学
の
進
歩
と

教
育
実
践
の
成
果
な
ど
に
よ
っ
て
、

心
身
に
障
害
を
も
っ
子
供
の
、
障
害

の
種
類
、
程
度
、
能
力
、
特
性
な
ど

が
し
だ
い
に
的
確
に
把
握
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
障
害
の
実
態
は
複
雑
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
即
ぃ
比

す
る
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
適
切
な

教
育
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
の
期
待
と
要
請
に

応
え
、
県
と
し
て
は
特
殊
教
育
の
拡

充
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
ご

一
層
の
充
実
整
備
を
凶
っ
て
い
く
考

え
で
す
。

判
別
と
就
学
指
導

こ
の
子
供
た
ち
に
適
切
な
教
育
を

行
な
う
た
め
に
は
、
適
切
な
「
判

別
」
が
基
礎
と
な
り
ま
す
。

判
別
は
、
医
学
的
、
心
理
学
的
、

教
育
学
的
診
断
に
よ
っ
て
総
合
的
に

判
断
を
く
だ

心

と
に
な
り
手
。

〉

利
用
団
体
の
拡
大
を

い
ま
ま
で
の
利
用
状
況
を
み
ま
す

と
、
県
立
高
校
で
は
官
公
庁
や
会
社

工
場
の
ク
ラ
ブ
が
主
で
あ
り
、
小
学

校
の
場
合
は
青
年
団
や
婦
人
会
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
一
的
な
も
の
で
、
い

ず
れ
も
同
定
さ
れ
仕
感
が
あ
り
ま

J
9
 夕

食
後
家
族
づ
れ
で
、
あ
る
い
は

友
人
を
誘
っ
て
気
軽
に
休
育
館
を
訪

れ
る
と
い
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
な
い

の
は
残
念
で
す
。

ふ
え
つ
つ
あ
る
余
暇
時
間
、
生
活

川
原
境
の
機
械
化
と
体
力
の
減
退
な

ど
、
現
状
を
よ
く
理
解
し
て
、
積
極

的
に
学
校
開
放
を
利
用
し
て
健
康
と

体
力
の
増
強
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

体
育
活
動
は
継
続
的
に

職
場
や
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

ながりをもっている。

とく tこ、ことし 6)~カミらキメの調日

かし、地域農政を推進するため、農政

局に統合されて、農業の近代化や地

域構造分析などとも取り組み、県内 3 

2，315の農業集落や、地域の農業構 2 

造を統計的に分析して、急速に進み〒

つつある農業の機械化、労働生産性

の向上にメスを入れこんご

そ
の
結
果
に
基
づ
く
就
学
指
導

は
市
町
村
が
行
な
い
ま
す
が
、
別

在
の
と
こ
ろ
、
富
山
市
、
高
岡

市
、
小
矢
部
市
、
八
尾
町
、
婦
小

町
、
大
島
町
、
福
光
町
に
判
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
判
別
、
就
学
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

未
設
置
市
町
村
に
お
い
て
も
、
こ

う
し
た
組
織
の
早
急
な
整
備
が
望
ま

れ
ま
す
。
判
別
組
織
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
市
町
村
の
方
は
、
県
教
育
委

員
会
に
あ
る
判
別
委
員
会
や
児
童
相

談
所
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
教
委
・
指
導
課
)
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判
別
と
は
・
・
・
・
・
・
心
身
の
障
害
の

種
別
、
た
と
え
ば
、
視
・
聴
覚
障

害
、
精
神
薄
弱
、
肢
体
不
自
由
、

病
弱
虚
弱
、
言
語
・
情
緒
障
害
な

ど
の
程
度
に
よ
っ
て
、
①
就
学
さ

せ
る
べ
き
か
。
就
学
猶
予
、
免
除

す
べ
き
か
。
②
就
学
さ
せ
る
場

合
、
一
般
の
小
、
中
学
校
で
よ
い

か
。
③
特
殊
教
育
を
受
け
さ
せ
る

場
合
、
盲
、
ろ
う
、
養
護
学
校
あ

る
い
は
、
各
種
の
特
殊
学
級
の
う

ち
い
ず
れ
に
就
学
さ
せ
る
べ
き
か

な
ど
の
判
断
を
く
だ
す
こ
と
を
い

い
ま
す
。

計
画
さ
れ
て
お
れ
ば
各
団
体
と
も
活

動
が
活
発
に
な
り
、
利
用
も
ふ
え
て

き
ま
す
が
、
大
会
が
終
る
と
利
用
し

な
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

健
康
や
体
力
つ
く
り
は
僅
か
な
時

間
で
も
毎
日
継
続
的
に
実
施
し
て
こ

そ
効
果
も
あ
が
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
体
力
テ
ス
ト
を
す
す

ん
で
受
け
、
自
分
の
体
力
を
認
識

し
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
的
に
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
十
ニ
校
開
放
へ

来
年
度
は
、
本
年
度
の
六
校
に
加

え
、
さ
ら
に
県
立
高
校
二
校
と
市
町

村
立
学
校
四
校
を
、
地
域
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
開
放
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
大

い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
み

な
が
ら
体
力
つ
く
り
を
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ハ
教
委
・
体
育
保
健
課
〉

E
J
 

の農業の方向に資するため

富山市西山王問T6の3に

本所をもつほか、富1-'I、高

岡、魚津、福野に出張所を

の資料提供機関ともなって

配している。

いる。
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富
山
県
衛
生
研
究
所

(富
山
市
大
手
町
)

最
近
は
、
チ
ク
ロ
な
ど
の
食
品
添
加
物
や
各
地
で

公
害
が
発
生
し
、
調
査
や
研
究
に
と
急
に
忙
し
く
な

っ
た
の
が
、
衛
生
研
究
所
。

ま
ず
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
起
因
す
る
原
因

の
検
索
や
診
断
、
予
防
、
治
療
法
の
研
究
を
行
な
っ

て
い
る
。
食
中
毒
や
赤
痢
な
ど
は
、
真
冬
で
も
発
生

す
る
の
で
、
寒
い
か
ら
と
い
っ
て
楽
観
で
き
な
い
。

い
っ
た
ん
発
生
す
れ
ば
、
直
ち
に
現
場
へ
飛
び
、

保
健
所
と
連
絡
を
と
っ
て
、
消
毒
や
検
使
を
行
な

Aカドミウムの含有量を検査する

カメラルポ

ぃ
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
。

食
品
に
つ
い
て
は
、
添
加
物
、
容
器
、
包
装
な
ど

を
調
査
し
て
、
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
病
気
の
未

然
防
止
に
つ
と
め
て
い
る
。

公
害
に
つ
い
て
は
、
本
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
そ
の

他
の
金
属
の
含
有
量
を
大
気
、
水
、
土
を
通
じ
て
試

験
す
る
と
共
に
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
し
て

い
る
。一

方
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
病
因
問
題
や
臨
床
検

査
、
公
害
汚
染
の
恐
れ
あ
る
地
区
住
民
の
検
診
を
行

な
い
、
尿
や
血
液
の
検
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
飲
料
水
や

温
泉
本
の
検
査
な
ど
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て
百
万

県
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
調
査
研
究
機
関
と
し

て
、
四

O
余
名
の
所
員
が
毎
日
取
り
組
ん
で
い
る
。

A毛髪に含むカドミウムを分析

〉

Vただいま細菌培養中

企顕微鏡宝では細繭やウイルスなどを調べる

これは手を洗った後に

顕微鏡で般査したものですか一

‘こんなにパイキンが・・
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みんなの県政

「
き
ょ
う
が
鏡
と
の
最
後
の
別

(第19回〉

橋

本

芳

雄

(県
史
編
さ
ん
室
)

百
叩

A
H
n
n
 

れ
だ
と
思
う
と
、
涙
が
増
し
て
わ
い

て
く
る
。
永
年
使
い
馴
れ
た
鏡
で
あ

る
か
ら
、
新
し
い
持
主
の
所
へ
移
っ

て
も
、
も
と
の
持
主
の
面
影
が
鏡
の

面
に
浮
か
び
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
恥
ず
か
し
い
か
ら
、
そ
ん

な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
頼
む
ぞ
よ
」

む
か
し
は
栄
え
て
い
た
が
、
不
運

が
つ
づ
い
て
お
ち
ぶ
れ
た
家
が
あ
っ

た
。
朝
晩
の
炊
事
の
煙
さ
え
途
絶
え

が
ち
な
草
の
庵
で
あ
る
。
財
産
は
売

り
つ
く
し
て
、
い
ま
や
む
か
し
を
し

の
ぶ
も
の
と
し
て
は
こ
の
鏡
が
あ
る

の
み
。
こ
の
鏡
だ
け
は
、
親
の
か
た

み
と
し
て
手
放
す
ま
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
も
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
運

命
と
な
っ
た
:
:
:
こ
う
い
う
哀
れ
な

心
境
を
詠
ん
で
、
鏡
の
包
み
紙
に
書

~再開、\
指'~~

き
つ
け
た
の
が
こ
の
和
歌
で
あ
っ

た
。古

代
に
お
い
て
は
、
鏡
は
単
に
阪

を
う
っ
す
道
具
で
な
く
、
持
主
の
霊

魂
の
宿
る
神
秘
な
も
の
と
さ
れ
て
い

た
。

「
や
た
の
鏡
」
が
皇
位
継
承
の

み
印
と
な
り
、
伊
勢
皇
大
神
宮
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
。
古
墳
か
ら
し
ば
し
ば
鏡
の
出

土
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
や
は
り

霊
物
祝
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
で
も
様
々
の
神
社
に
お
い
て
、

鏡
を
み
た
ま
し
ろ
と
し
て
い
る
所
が

、
グ
工
ノ
¥
£
、

。

J
川
ノ

f
〈
・

7

〉

む
か
し
の
鏡
は
白
銅
鏡
で
あ
る
か

ら
、
永
年
た
つ
と
曇
り
が
生
じ
、
顔

が
よ
く
う
つ
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
で

時
々
み
が
い
て
曇
り
を
除
く
の
で
あ

る
。
し
か
し
素
人
が
み
が
く
と
傷
だ

ら
け
に
な
る
の
で
、
専
門
の
職
人
に

た
の
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
職
人
を

「
鏡
と
ぎ
師
」
と
い
っ
た
。
越
中
氷

見
地
方
に
は
、
こ
の
鏡
と
ぎ
師
が
大

ぜ
い
住
ん
で
い
た
。
農
繁
期
に
は
米

つ
く
り
に
精
を
出
し
、
秋
の
取
り
入

れ
が
終
る
と
、
五
名
な
い
し
十
名
く

ら
い
で
集
団
を
つ
く
り
、
全
国
各
地

へ
鋭
と
ぎ
巡
業
に
山
か
け
た
の
で
あ

マ心
。か

く
し
て
冬
百
日
の
聞
に
全
国
各

地
を
回
り
、
三
月
の
は
じ
め
に
帰
郷

し
、
ま
た
農
耕
に
精
を
出
す
の
を
通

例
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

鏡
と
ぎ
の
職
人
が
出
た
村
落
や
人

数
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
資
料
は
な

い
が
、
水
見
地
方
の
灘
浦

・
八
代
谷

.
余
川
谷

・
旧
氷
見
町
周
辺

・
西
条

地
区
な
ど
、
約
四

O
カ
村
(
氷
見

全
体
で
一

O
Oヵ
村
)
か
ら
出
て
お

り
、
人
数
は
千
二
、
三
百
人
あ
ま
り

で
あ
っ
た
。
そ
の
行
先
は
、
西
は
摂

津
国
か
ら
東
は
関
東
一
円
に
わ
た
っ

=='s
・g・-2
・'==---==z'・2
・

合
掌
造
り
と
不
滅
の
火(平

村
)

五
箇
山
(
赤
尾
谷
、
上
梨
谷
、
下
梨
谷
、
小

谷
、
利
賀
谷
の
五
つ
の
谷
間
の
総
称
)
は
、
む

か
し
平
家
の
落
人
が
隠
れ
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る

秘
境
で
あ
る
。
南
北
朝
の
時
代
に
は
、
南
朝
方

と
し
て
重
要
な
役
割
り
が
果
さ
れ
、
加
賀
藩
領

と
な
っ
て
は
、
煙
硝
製
造
の
秘
命
を
受
け
た

り
、
流
刑
地
と
し
て
政
治
犯
が
送
り
こ
ま
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

五
箇
山
は
い
ま
、
平
村
、
上
平
村
、
利
賀
村

と
行
政
区
画
を
別
に
し
て
い
る
が
、
山
ま
た
山

の
交
通
不
便
な
地
方
で
あ
っ
た
の
で
、
古
い
時

代
の
生
活
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
た
り
、
合

掌
集
落
が
昔
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
、
優
雅
な

民
謡
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

城
端
か
ら
、
人
喰
い
行
、
細
尾
峠
の
紅
葉
を

眺
め
な
が
ら
、
最
初
に
訪
れ
る
集
落
に
梨
谷
が

あ
る
。
そ
こ
に
は
六
五

O
年
火
種
が
た
え
た
こ

と
な
く
、
今
日
な
お
も
あ
か
あ
か
と
燃
え
続
け

る
「
不
滅
の
火
」
が
あ
る
。

そ
の
昔
新
田
義
貞
の
一
族
が
、
組
前

・
美
濃

で
戦
い
破
れ
て
遁
入
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
、

五
箇
山
へ
落
ち
て
き
た
敗
軍
の
中
に
、
九
頭
龍

川
岸
に
万
を
鍛
え
て
い
た
刀
鍛
治
(
万
匠
)
が

い
た
。
こ
れ
が
梨
谷
部
落
の
山
崎
家
(
屋
号
は

甚
三
郎
)
に
身
を
寄
せ
、
三
代
八

O
余
年
万
鍛

冶
を
し
て
い
た
。

山
崎
家
で
は
、
こ
の
万
を
鍛
え
た
火
を
清
浄

な
も
の
と
し
て
尊
び
、
火
種
を
聖
火
と
し
て
守

り
続
け
、
た
や
し
た
こ
と
な
く
、
今
日
に
伝
え

て
き
た
。
き
ょ
う
も
ま
た
「
不
滅
の
火
」
は
、

あ
か
あ
か
と
燃
え
続
け
て
い
る
。

=EE--EEE--=--E-z-EE---===Ez--Z点

て
い
る
。
日
本
全
国
の
半
分
く
ら
い

川

を
縄
張
り
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

川

仲
間
に
は
親
方
が
い
て
、
統
率
し
川

た
。
親
方
は
た
い
て
い
一
巻
の
縁
起
川

書
を
携
行
し
た
。

「
鏡
磨
縁
起
」
に
川

は
現
存
す
る
も
の
で
も
三
、
四
種
あ
川

り
、
い
ず
れ
も
鏡
の
起
原
よ
り
説
き
川

お
こ
し
、
技
術
を
神
秘
化
す
る
と
と
川

も
に
、
そ
の
職
業
を
神
聖
な
も
の
、

川

権
威
あ
る
も
の
と
し
て
誇
示
し
て
い
川

る
。
鏡
が
も
と
も
と
神
聖
な
も
の
、

川

神
秘
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
川

る
か
ら
、
こ
れ
を
磨
く
職
人
も
心
を
川

清
浄
に
保
た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
当
然
川

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
鎮
守
社
の
神
鏡

川

を
研
磨
す
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
る
こ
川

と
が
、
し
ば
し
ば
あ
っ
た
の
は
い
う
川

ま
で
も
な
い
っ

川

明
治
に
な
っ
て
ガ
ラ
ス
鏡
が
輸
入
川

さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
全
国
に
普
及
川

し
、
氷
見
の
鏡
と
ぎ
師
は
廃
業
せ
ざ
川

る
を
得
ぬ
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し

川

そ
こ
は
う
ま
く
し
た
も
の
で
、
彼
ら

酬

は
小
間
物
行
商
に
転
向
し
た
。
今
日

酬

に
お
い
て
も
氷
見
地
方
か
ら
行
商
集

川

団
が
全
団
各
地
に
出
か
け
て
、
活
発

川

な
活
動
を
し
て
い
る
の
は
、
鏡
と
ぎ

川

以
来
の
伝
統
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

川

zz-zzz--z=====
=・・=====
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か
ん
視
の
目
を

ひ
か
ら
せ
よ
う

年
末
年
始
食
品
が

大
量
に
出
回
る
時
期

で
す

ウソツキ製品などに

惑わされないために

富山県民会館 l階南側に設けられ

談員3人が常駐して、お買いものの

知識や苦情相談に応じておりますよ

た県消費生活相談室では、専門の相

お買いもの相談は

消費生活相談室ヘ

み

ん

な

県

政

昭
和
四
十

二
月
一
円
発
行
(
第
二
十
四
号
)
欄
待

富
山
県
県
民
課

富

山
電

話

富

ロ

月

号

の.-

どなたも気軽にご利用下さL、c

総

幽

輪

一

番

七

号

一

一

郵

便

番

号

九

三

O

北日本放送 (7:小川 富山テレビルm i 
12月6日 13日 20日 12.Fl27日 i

日曜日の朝はテレビで県政を

フィルム構成および対談で放送

(毎週日曜日〉

印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社

県政の広報事項を、

します。

，.................................... 

離型理盟理


